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☆ 古谷東小児童減少の対応について
一昨年の12月 議会での一般質問の続編です。

* 年末にPCが 壊れてしまい発行が遅くなりました。

この紙は 100%再 生紙を使用しています。

高橋 岡」 議員  一般質Fo5より

*:質問・答弁とも要約させていただきました。

古谷東小の現在の児童数  129名

(1年 8人 。2年 19人 。3年 18人 ・

4年 30人 ・5年 30人 ・6年 30人 )

今後の見込み  平成18年 119名

‐ 19年 105名

20年  82名

21年  76名

22年  68名

23年  78名

質問 :県内の例では小学校を統合する場合、検討からどのくらい

の期間がかかり、毎年何校が統合されているのか。

答弁 :県内では近年 1～ 3校 が統合されている。

統合までの期間は地域の実情によるがl所 沢では7年 ・

他も5年 以上の例が多い。

質問 :小規模校を維持し、他学区からも児童を受け入れ、
モデル校として存続させる考えはないかし

答弁 :一つの視点ではあるが、通学中の交通事故などの問題も
あり難しい。

質問 :複式学級についてはどのように考えているのか。

答弁 :2学年併せて16人以下になつた場合は、複式学級になる。

質問 :教育長の考えは。

教育長答弁 :古谷東小学校は川越市で一番新しい小学校である。平成20年 度には100人 以下となり、

それ以降も児童数が増える見込みがない。今後については、小中学校あり方検討委員会
で検討してまいりたい。

とです。児童数の減少は東小学校を建てるときから予想されていたことです。現在検討がおこな
われている、小中学校あり方委員会でも、1年前の段階で何も決まつておらず、今なお基本的な
ことですら 『今後、検討してまいりたい』ではあまりに無責任なのではないでしょうか。
今後、古谷小学校との統合をすすめるのであれば、東小が以前古谷小から分かれた学校であ
り、距離的にもご<近 い場所にあることから、長い年月をかけずに済む条件が多いと言えるので
はないでしょうか。もし、存続の道を考えるのであれば、学区を再編成して児童数を増やし、福
祉施設と一体となつた学校などの試みも、よいのではないでしょうか。 (質問ではモデル校の詳
細は明らかにされませんでした。)
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日時 :平 成18年 1月21日 (土)13時 30分 ～ 16時 30分   参力0費 :資 料代 50円
場所 :高階7AN民館2階 講座室1号   議題 :市長交際費に対する住民監査請求の中間報告/他
*昨 年1月の市長選期間中の 「新年会等への支出金」は不当だとして、住民監査請求
をしていました。選挙期間中の7日 間に新年会 ・懇談会に18回 出席し、それを/AN

務として市長交際費から出していたことに対し、川越市長等政治倫理規定の観点
からも考えていきたいと思います。参加は自由です。お気軽におこし下さい。
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川越市は昨年9月 1日にアスベスト対策連絡会議を設置し対応を進めています。全公共
施設のうち、37施 設でアスベスト混入の可能性がある資材が使用されていることが確
認されました。これらの施設では順次、除去などの対応を進めていくそうです。
アスベスト含有問題についてはそれぞれ専門部会で相談などを受け付けています。詳し
くはこちらまでお間合せ下さい。アスベスト対策連絡協議会事務局 環境部環境保全課
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